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樹脂ダンパー（直線型）
●製品の仕様は予告なく変更することがあります。

FPD

๏ੇܗ֎

༷࢓

※各荷重における動作時間に関しては次ページを参照してください。

ՙॏผಈؒ࣌࡞άϥフ

＊	許容偏角度：±2.5°以内

ͷ஫ҙ্༺࢖

'1%�����γリʔζ
આ໌ࣜܕ

①シリーズ名
②外径	 （mm単位で表示）
③ストローク	 （mm単位で表示）
④自己復帰有無	 A	 ：復帰スプリング有り
⑤特性番号	 1	 ：高速用

2	 ：高速用
5	 ：低速用
7	 ：低速用

⑥形状記号	 S：	 キャップ無し
C：	キャップ付き

⑦色調記号	 W	 ：白
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FPD-0805A1-SW

5

0.2（0.02）
0.5m/s以下 −

6（0.6）
以下 樹脂 5〜40

黒
1.3 ￥430

FPD-0805A1-CW 1.5 ￥450
FPD-0805A2-SW

0.3（0.03） 白
1.3 ￥430

FPD-0805A2-CW 1.5 ￥450
FPD-0805A5-SW

−
50mm/s以下 80（8） 青

1.3 ￥430
FPD-0805A5-CW 1.5 ￥450
FPD-0805A7-SW

20mm/s以下 100（10） 茶
1.3 ￥430

FPD-0805A7-CW 1.5 ￥450



ピストンロッド

引く 引く
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ショックアブソーバと同様に「受け止める」形で直線の動きに制動を掛ける製品です。
安全性の向上や静音化、高級感の演出などを目的として使われます。
樹脂部品を使用することで軽量化・ローコスト化を実現しました。

ಛ௃

֤෦໊শ

γリʔζҰཡ

樹脂ダンパー（直線型）の外観説明
Discription Appearance of FPD

'1%γリʔζ	 ：樹脂ダンパー
'13γリʔζ	 ：引き方向樹脂ダンパー
'1"γリʔζ	 ：調整式樹脂ダンパー

ピストンロッド

ボトム

シリンダーキャップ

エラストマーキャップ
キャップ

本体

.PEFM�'1%�����

※シリンダーキャップ色
　により抗力を区別可能

●FPDのキャップは、エラストマーキャップ（Rタイプ）を除きロッド先端に固定されています。
　そのため後で取り外しをすることはできません。
　無理に分解・改造を行った場合、弊社では一切の保証はできません。
●キャップ無しの型式に、後からキャップを取り付けることはできません（エラストマーキャップを除く）。
　またキャップの単品購入はできません。

Ωϟοϓݻఆํ๏

圧入

キャップ
（樹脂）

Ωϟοϓऔ෇ਤ

஫ҙ߲ࣄ
＊	外部ストッパーと併用にてご使用ください。
＊	製品取り付け部の強度は充分に確保してください。
＊	2本以上の並列使用も可能です。（FPAシリーズは除く）
＊	液体がかかるような環境や真空中でのご使用はできません。
＊	樹脂ダンパーには偏荷重がかからないようにしてください。
　一部型式については、許容偏角度が定められております。
＊	樹脂ダンパーのピストンロッドを引っ張らないでください。
	 (樹脂ダンパーの中に空気が入ってしまい、無効ストローク、異音、その他破損の原因となります）
＊	ピストンロッドの押込速度と復帰速度の差が大きい場合、
耐久性に影響を及ぼす可能性がありますので、実機にて充分にご確認の上、ご使用願います。

＊	落下時に衝撃を与えますと変形、破損等の原因となりますので、取り扱いには充分気を付けてください。
＊	ピストンロッドは使用ストローク以上押し込まないでください。（ピストンロッドの復帰不良、その他破損の原因となります）
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౰ࣾ੡඼の͝࢖༻લʹඞ͓ͣಡΈͩ͘ ͍͞
この取扱આ໌には、製品を安全にਖ਼しくお使いいただき、作ऀۀ΁の֐ةやプラント・機ց΁の損֐をະવに๷止するために、さまざまな஫ҙࣄ
߲を͛ܝてあります。製品をお使いになるલに、内容を充分におಡみください。

౰ࣾ੡඼ͷద߹ੑͷܾఆ͸ɺ૷ஔͷઃऀܭ·ͨ͸༷࢓Λܾఆ͢Δਓ͕൑அͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●౰社製品は、使用される条件がଟ様なため、その装置΁のద合性のܾ定は、装置の設ऀܭまたは仕様をܾ定するਓが必要にԠ͡て、性能ݕ証
及びライϑςストを行ってから実施してください。

౰ࣾ੡඼ͷൣ༷࢓ғ֎Ͱ͸࢖༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●仕様範囲外で使用されますと、製品のނো、破損の原因になります。

ಛघͳ৚݅ɺڥ؀Ͱͷ࢖༻ʹ͍ͭͯ
●次に示す条件や環境で使用する場合は、ࣄલに弊社Ӧۀまでご࿈བྷいただくと共に、これらの装置全体の৴པ性および安全性ҡ持のために
お٬様の੹೚において、๷ਫ、๷࣪対ࡦ、装置側のϑΣールηーϑ設ܭや৑௕設ܭ等のద切なા置を͡ߨていただくようお願いいたします。

　1）԰外や直ࣹ೔ޫが౰たる場ॴでの使用。
　2）మಓやધഫのӡ行およびं྆の૸行に直઀または間઀的に関わる機ث、一ൠのҩྍに関わる機ث、ҿྉや৯ྉに৮れる機ָޘ、ث機ثで

ਓや࢈ࡒに影響の関わる機ٸۓ、ثःஅճ࿏、プレス機ث、その他、ਓや࢈ࡒに大きな影響をおよぼすことが予૝され、特に安全が要ٻさ
れる機ثや用途΁の使用。

●次に示す安全性が確保できない環境や、ۃめて高い৴པ性および安全性が必要とされる以下の装置にはご使用にならないでください。
　1）引Ր・ര発の可能性がある環境、ਫ中やきわめて࣪度の高い環境。
　2）原ࢠ力に関わる機ߤ、ث空やӉ஦に関わる機܉、ث用に関わる機ث、生໋ҡ持に関わるҩྍ機ث、೩ম装置等。

҆શۀ࡞ͷ෰૷ɺอޢ۩ͳ͠ Ͱ͠ۀ࡞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●౰社製品に関する作ۀはݥة作ۀです。
●࿑ಇ安全Ӵ生نଇୈ2ฤ、ୈ1ষ、ୈ1અ、一ൠج४を९कしてください。

౰ࣾ੡඼ʹखΛ৮ΕΔࡍ͸ɺΤΞʔثػ΍पล૷ஔͷి͕ݯ੾Ε͍ͯͯɺ
ຊ੡඼ͷԹ౓͕Լ͕͍ͬͯΔ͜ ͱΛ֬ೝͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●エアー機ثやपล装置のՔಇ中に౰社製品の取り付け、取り外し、調整等を行うことは感ిやոզ、やけどをするݥةがあります。

.3'μϯύʔͷίΠϧͷリʔυઢ͸࣮֬ʹ઀ଓͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●リード線の઀ଓがి気的、機ց的に不確実であると、動作不良や感ి、࿙ిをするݥةがあります。

Րͷதʹ౤ࣺ͛ͯͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●౰社製品の΄とんどにΦイルが෧入されておりますので、Ր中に౤ࣺ͛てるとര発・発Ր等でոզをするݥة性があります。
●Ψススプリングに෧入された஠ૉΨスは可೩性ではありませんが、
　Ճ೤による๲張のため本体が破྾したり内部のΦイルが෾出する可能性がありݥةです。

౰ࣾ੡඼͸ઈରʹ෼ղ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●内部の部品のඈび出しや、内部のΦイルが෾出する等の可能性がありݥةです。
●Ψススプリングには圧ॖされた஠ૉΨスが෧入されているため、そのまま分解することはඇৗにݥةです。
●ഇغ時は「ഇغ上の஫ҙ」のཝをおಡみください。

ϔリΧϧ๷ৼثΛઃஔͷࡍɺઃஔ෺ͷࣗॏ͕େ ͳ͖৔߹͸ɺඞͣԼهͷํ๏ʹΑΓઃஔͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●設置時のਓ਎ނࣄや設置物が破損する可能性があり、ඇৗにݥةです。
　・設置物をϗイストなどで௻り下͛て設置してください。
　・設置物が不安定にならないよう重৺のバランスをとってください。
　・௻り下͛用のϫイϠーロープなどが外れたり、切れないようにしてください。
　・設置物をジャッキアップして設置してください。
●設置物の自重でヘリカル๷ৼثはたわみますので、たわみを考えてジャッキを選定してください。
　また、たわみについては弊社にお問い合わせください。

Ψススϓリϯά͸ɺΨス࿙Ε͕ൃੜͨ͠ঢ়ଶͷ··࢖༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●Ψス反力の低下により、カバーや֖が落下しݥةです。

ΨススϓリϯάΛ൶΍֖ͷอ࢖ʹ༺࣋Θͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●૭などで使用する際に、突෩等の影響でա大な外力がՃわると、૭などが動いてしまう可能性がありݥةです。

Ψススϓリϯάʹ࠷େ௕Ҏ্ʹ৳ͼΔΑ͏ ͳྗ͸͔͚ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●Ψススプリングは৳び方向΁のա大な力に耐えるだけの強度を有していません。

ΨススϓリϯάΛিܸٵऩ༻్Ͱ࢖Θͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ

ഇغʹ͍ͭͯ
。٫の際は、ઈ対にՐ中に౤͡ないでくださいغ●
●౰社製品が不要になった際は、ۀ࢈ഇغ物として஍方自࣏体等の条ྫ、نଇ等にैってద切なഇغॲ理を行ってください。
●Ψススプリングにおいては、下記の要ྖでΨスൈきを׬全に行ってから、ۀ࢈ഇغ物として஍方自࣏体等の条ྫ、نଇ等にैってద切なഇغ
ॲ理を行ってください。
Ψススプリングをボール൫にਫ平に固定し、Ψス充రバルブ端面から30〜40mmの位置に2〜3mmのドリルで穴をあけ、確実にΨスൈきを行
ってください。作ۀ時には、෧入Φイルや切ค、Ψスのඈࢄにඋえて必ず保ڸ؟ޢをかけて作ۀを行ってください。

ࠂܯ ఆٛ ੡඼ʹજ͢ࡏΔݥةΛճආ͠ͳ͔ͬͨ৔߹ɺ੡඼ͷ࢖༻ऀ౳͕ࢮ๢ɺ
·ͨ͸ॏইΛෛ͏Մೳੑ͕͋Δঢ়گʹͳΔ৔߹ͷࠂקʹ༻͍Δޠɻ

౰ࣾ੡඼͕ݪҼͰൃੜͨ͠ೋ֐ࡂ࣍ʹ͍ͭͯ͸ɺෆೋϥςοΫスʢגʣ͸੹೚Λෛ͍͔Ͷ·͢ɻ
ೋ֐ࡂ࣍ͷى Β͜ͳ͍Α͏ ରࡦΛͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
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஫ҙ ఆٛ ҝʹΑΓɺߦΘͳ͍ෆద੾ͳैʹີݫʹखॱۀ࡞खॱɺอक࡞ૢ
͍ܰոզ΋͠ ͸͘෺తଛ͕͋֐Γ͏ Δ৔߹ͷ஧ࠂʹ༻͍Δޠɻ

౰ࣾ੡඼ͷద߹ੑͷܾఆ͸ɺ૷ஔͷઃऀܭ·ͨ͸༷࢓Λܾఆ͢Δਓ͕൑அͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●౰社製品は、使用される条件がଟ様なため、その装置΁のద合性のܾ定は、装置の設ऀܭまたは仕様をܾ定するਓが必要にԠ͡て、性能ݕ証
及びライϑςストを行ってから実施してください。

औ෇ڧ౓ෆ଍Ͱͷ࡞ಈࢭې
●取付強度不଍の状ଶで作動させますと、฼機を破損しոզをするݥةがあります。
●取付部強度は、最大抗力値ʷ安全཰（2〜3ഒఔ度）を確保してください。

֎෦スτούʔͳ͠ Ͱͷ࡞ಈ4'˞�ࢭې#γリʔζٴͼҰ෦ͷ',γリʔζ͸আ ɻ͘
●外部ストッパーなしで作動させると、ボトϛングによる฼機破損の可能性があります。
　外部ストッパーをストロークエンドखલに設置の上作動させてください。

औ෇φοτక෇τϧΫ஋֎Ͱͷऔ෇ࢭې
●క付トルク値外での取付は、作動不良・฼機破損の可能性があります。
●取付ナットは下記のక付トルクにてకめ付けてください。
　૬ख材の状ଶによってはナットが؇Ή可能性があります。必要にԠ͡て઀着ࡎ等を併用してください。

Ͷ͡֎ܘʢNNʣ M4̫ 0.5 M6̫ 0.75 M8̫ 0.75
M8̫ 1 M10̫ 1 M12̫ 1

M12̫ 1.75
M14̫ 1.5
M14̫ 2.0

M16̫ 1.5
M16̫ 2.0 M20̫ 1.5 M25̫ 1.5

M25̫ 2.0
M27̫ 1.5
M27̫ 3.0 M30̫ 1.5 M36̫ 1.5 M42̫ 1.5 M64̫ 2

φοτక෇τϧΫʢ/ŋNʣ 0.35 0.85 3.9 7.8 ※1 7.8 9.8 14.7 ※2 29.4 49 58.8 ※3 78.4 98 392 420

※̍ FA-1212シリーズのక付トルクは1.5N・m 但し、φ14.6部に突き౰てて固定する場合は、క付トルク1N・mにてకめ付けてください。
※̎ FED-2010M-Cのక付トルクは15N・m
※̏ FED-3020M-Cのక付トルクは30N・m

ௐ੔ࣜγϣοΫΞϒιʔό͸ඞͣௐ੔Λͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
●調整タイプは必ず調整を行い、最దな位置でご使用ください。調整位置が不ద切な場合、仕様範囲内でも製品が破損する可能性があります。

オΠϧ
●ショックアブソーバは、内部にΦイルを使用しておりシール等で外部΁の࿙れを๷止しておりますが、׬全シールをظ଴するものではありません。
　よって、Φイルをݏう環境での使用はできません。

छબఆػ
●ショックアブソーバ選定に関しては、カタログ「ショックアブソーバの選定方๏」の߲をごཡください。
●「ショックアブソーバ選定ソϑト」のご用ҙもありますので弊社Ӧۀまでお問い合わせください。
　※WEBαイト上で選定することも可能です。UR- IUUQs�//XXX.GVKJMBUFY.DP.KQ/sFOUFJ@BHSFFmFOU/
●下記の通りΦプショナルパーπが取りἧえてあります。カタログをご参照の上ごར用ください。
　・偏角度アダプター・ストッパーナット・΢レタンキャップ・ナット・๷ణキャップ・スイッν付きϗルダー・ϑランジ・αイドマ΢ント・ϑットマ΢ント
　஫ҙ）全ての機種に全てのΦプショナルパーπは取りἧえておりませんので、֘ ౰するΦプショナルパーπが無い場合はご容ࣻください。
●最৽の製品カタログにて、仕様の全ての内容を確認し、機種選定を行ってください。
●使用ճ਺に൐い、内部Φイルのݮগ、部品のຎ໣によって、エネルギー吸収能力が低下いたします。
　これを考ྀして、最大吸収エネルギーに対して20〜40ˋ以上༨༟のあるαイズ選定を推঑します。
●調整式ショックアブソーバの並列使用は、吸収特性の同調がࠔ೉なためごԕྀください。
　並列使用には固定式ショックアブソーバをご使用ください。
●FESシリーズをご使用の場合、使用ճ਺は1ճまでとしてください。
●FEDシリーズをご使用の場合、使用ճ਺は100ճまでとしてください。

ΩϟοϓഁଛʹΑΔඈࢄʹ஫ҙ
●仕様外で使用するとキャップが破損し、ඈࢄによりոզをする可能性があります。
●ඈࢄ๷止のカバーを設置するか、ϫーク作動中はपลより安全が確認できる位置まで཭れてください。

Ίྠͷ֎Εʹ஫ҙࢭ
●仕様外で使用するとショックアブソーバの内部圧力が異ৗに上ঢし、止め輪が外れ内部部品がඈび出しոզをする可能性があります。
　よって、仕様範囲内でご使用௖くと共に、作動中はपลより安全が確認できる位置まで཭れてください。

強度不足による破断
もしくは、曲がり

ෛՙ

੡඼ຊମ
●ピストンロッドにই、५׈༉をつけないように஫ҙしてください。耐久性の低下、復帰不良の原因となります。
●外部スプリングタイプのスプリングにই等をつけないように஫ҙしてください。スプリングં損の原因となります。
●ショックアブソーバఈ部にあるΦイル஫入ޱのネジをճさないでください。Φイル࿙れによる動作不良、Φイルඈࢄの原因となります。
●ϕローϑラムシール方式を࠾用している製品については、ピストンロッドをઈ対にճさないでください。Φイル࿙れの原因となります。

ภ৺ՙॏɾภ৺֯౓
●許容ฤ角度以上の偏角度で衝突させると、ピストンロッドۂがりによる復帰不良、ḡ動部の偏ຎࡲによる性能ྼ化がىこり、฼機破損の原因と
なります。許容偏角度は原ଇ±2.5°ですが、下記型式については異なります。

ʪγϣοΫΞϒιʔόʫ

γリʔζ F,-2050 F,-2550 FA-64100 FA-64150 F,-64100 F,-64150 F,-64200 F,-80200 F,-80300 F,-80400

༰ภ֯౓ڐ ±1° ±0°

ʪथࢷμϯύʔʫ

γリʔζ FPD-1012
（Dタイプ）

FPD-1012
（S, C, Rタイプ）FPD-1016 FPD-1030 FPD-1050 FPD-1060 FPD-1070 FPD-10100 FPD-10150 FPR-1040 FPA-1475

༰ภ֯౓ڐ ±6° ±2.5° ±0°

●ピストンロッドの中৺線に衝突するようにしてください。偏角度が許容ฤ角度を௒աする場合は偏角度アダプターを併用してください。
　±10°まで対Ԡ可能となります。
　※カタログ38ページ「偏角度アダプター」をご参照ください。
　※一部ྫ外あり。

ڥ؀༺࢖
●使用Թ度範囲内（-5ˆ〜�70ˆ）でご使用ください。範囲外で使用するとण໋の低下にܨがります。
　※但し、一部Թ度範囲が異なる機種もありますので、各機種の仕様ཝをご確認ください。
●保ଘԹ度は、−10ˆ〜 8ɹ0ˆの場ॴで保ଘしてください。
　※但し、FA-1212/1010/1215は−20ˆ〜 5ɹ0ˆ、FPDʗFPRシリーズは−10ˆ〜 6ɹ0ˆになります。
●大気圧の環境下で使用してください。真空中や高圧下での使用はΦイル࿙れ、破損の原因となります。
●ւ඿の直ࣹ೔ޫ下やਫۜ౮付ۙやΦκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　Φκンによるΰム部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀ止の原因になります。
●切࡟༉、ਫ等がピストンロッドに付着するような環境で使用しないでください。パッキン破損により༉࿙れによる作動不良、฼機破損の原因とな
ります。このような場合は、๷ణ対ࡦを取る必要があります。
　①耐クーラント仕様ショックアブソーバのݕ౼ ：パッキンߏ੒を変更して対Ԡしている機種があります。（ສ全の対ࡦではありません）
②偏角度アダプター等でピストンロッドをカバー ：直઀Φイルがかかることはありませんが、偏角度Ψイドとキャップの間からはΦイルがਁ

入してしまう場合があります。（ສ全の対ࡦではありません）
　③๷ణキャップ仕様のショックアブソーバのݕ౼ ：ロッド上向きでは効Ռを発شしますが、ԣ向きやロッド下向きでは使用できません。
　　 また、ϛスト状のものはਁ入してしまう場合があります。
●切ค等がピストンロッドに付着するような環境で使用しないでください。パッキン破損により༉࿙れによる作動不良、฼機破損の原因となります。
　このような場合は、ダストシール仕様をごݕ౼ください。（但し、ご使用になる環境によって、充分な耐久効Ռがಘられない可能性があります）

೔ৗ఺ݕɾϝϯςφϯスʹ͍ͭͯ
●製品はण໋による性能・機能の低下があります。೔ৗ఺ݕを実施し、必要な機能をຬたしていることを確認し、ނࣄの発生を๷いでください。
●取付ナットの؇みがないか確認してください。؇んだまま使用しますと破損やނࣄの原因になります。
●異ৗなৼ動音やৼ動には஫ҙしてください。衝突音やৼ動が異ৗに高くなった場合は、ण໋ݶքとなっている可能性がありますのでަ׵して
ください。このまま使用されますと取り付けている機ثを破損させる原因となります。
●༉࿙れ、ピストンロッドの復帰状ଶを確認してください。ଟ量の༉࿙れ、ピストンロッドの復帰状ଶがѱい場合は、Կらかの異ৗがىきている可
能性がありますのでަ׵してください。このまま使用されますと取り付けている機ثを破損させる原因となります。

●ショックアブソーバは、ߏ造上分解・࠶૊ ・ཱΦイル஫入のϝンςナンスはできません。

੡඼վ଄ࢭې
●製品に改造（௥Ճ޻・部品の取付・ృ装・༹ ઀・ম入れ等）が施された場合、弊社では一切の保証はகしません。

γϣοΫΞϒιʔό थࢷμϯύʔʢ௚ઢܕʣ
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औ෇ڧ౓ෆ଍Ͱͷ࡞ಈࢭې
●取付強度不଍の状ଶで作動させますと฼機を破損し、ոզをするݥةがあります。
●取付部強度は、ෛ荷トルク̫ 安全཰を確保してください。

֎෦スτούʔͳ͠ Ͱͷ࡞ಈࢭې
●ダンパーの動作角範囲内でご使用ください。ճస軸のճసݶ度位置をճస物の静止位置とするような、ダンパー自体をストッパー୅わりとす
る使用はආけてください。ダンパー自体をストッパー୅わりにすると、ダンパーの破損により฼機が破損し、ոզをする可能性があります。
●外部ストッパーは使用角度に設定した上で、作動させてください。

ࢭې༺࢖τϧΫΛ௒͑ͯͷ༺࢖େ࠷
●最大使用トルクを௒えての使用は、Φイル࿙れ、耐久性の低下、軸破損の可能性があり、ダンパーの破損により฼機が破損し、ոզをする可能
性があります。最大使用トルク内で使用してください。

ࢭېಈ࡞Թ౓ൣғ֎Ͱͷ༺࢖
●使用Թ度範囲外での使用は、Φイル࿙れ、トルク不良等の可能性があります。使用Թ度範囲内にて使用してください。

஫ҙʹڥ؀༺࢖
●真空中、高圧下ではご使用になれません。฼機破損の原因となります。
●ւ඿の直ࣹ೔ޫ下やਫۜ౮付ۙやΦκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　Φκンによるΰム部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀ止の原因になります。
●คਖ、༉、ਫ等がダンパーに付着するような環境でのご使用はආけてください。破損による༉࿙れ動作不良の原因となります。
●ΉやみにΦイルをࣺてることをې止。
●ダンパーྨに෧入されているΦイルをΉやみにࣺてると環境Ԛછになります。
●ഇغ物のॲ理及びਗ਼૟に関する๏཯にैってഇغしてください。

੡඼վ଄ࢭې
●製品に改造（௥Ճ޻・ృ装・༹ ઀・ম入れ等）が行われた場合、弊社では一切の保証はகしません。

࣠΁ͷϥδΞϧՙॏ
●ճస軸（ギア）にラジアル方向の荷重をかけると、Φイル࿙れ、トルク不良、軸破損（ギア付きの場合、ギア破損）ຢはギアൈけ等の可能性があり
ます。

࣠΁ͷスϥスτՙॏ
●ճస軸（ギア）にスラスト方向の荷重をかけると、Φイル࿙れ、トルク不良、本体部破損（ギア付きの場合、ギア破損ຢはギアൈけ）等の可能性が
あります。

˒૬खアーム（ギア）とダンパーのギアの平行度はできるか͗りਖ਼確に取り付けてください。

༺࢖ճస਺Ҏ্Ͱͷ༺࢖େ࠷
●最大使用ճస਺以上での使用は、Φイル࿙れ、耐久性の低下、ճస軸破損等の可能性があります。
˒最大使用ճస਺は各製品仕様をごཡください。
※最大使用ճస਺を௒えてご使用になる場合は、弊社Ӧۀ部までご૬ஊください。

༺࢖Թ౓ൣғ֎Ͱͷ༺࢖
●使用Թ度範囲外での使用は、Φイル࿙れ、トルク不良等の可能性があります。
˒使用Թ度範囲は、各製品仕様をごཡください。
※使用Թ度範囲外でのご使用の場合は、弊社Ӧۀ部までご૬ஊください。

༺࢖αΠΫϧҎ্Ͱͷ༺࢖େ࠷
●最大使用αイクル以上での使用は、トルクダ΢ン、Φイル࿙れ等の可能性があります。
˒最大使用αイクルは、各製品仕様をごཡください。
※最大使用αイクル以上でのご使用の場合は、弊社Ӧۀ部までご૬ஊください。

ௐ੔ࣜϩʔλリʔμϯύʔͷฒྻ࢖༻ͷࢭې
●調整式ロータリーダンパーの並列使用は、ごԕྀください。
　並列使用には、同シリーズ・同トルク仕様をご使用ください。

औΓ෇͚ωδͷకΊ͗͢
●ロータリーダンパーを取り付ける際、取り付けネジをకめす͗ると本体の破損等の可能性があります。
˒使用するネジの種ྨ及びネジαイズから、దਖ਼なకめ付けトルクにてネジをకめ付けてください。

औ෇෦ڧ౓ෆ଍Ͱͷ࡞ಈࢭې
●取付部強度不଍の状ଶで作動させますと、MRFダンパーやपล装置を破損したり、ոզをするݥةがあります。
●取付部強度は、ෛ荷トルク̫ 安全཰を確保してください。

リʔυઢʹΑΔຊମͷ௻ΓԼ͛΍リʔυઢΛҾͬுΔࣄΛࢭې
●MRFダンパーが଍ݩに落下してոզをするݥةがあります。またリード線が切れて動作不良をىこしたり、感ిやショート等の原因となります。
●取り付け・取り外しの際は、必ず本体を持って作ۀしてください。
●取り付け後は、リード線がMRFダンパーやपล装置の可動部に઀৮することがないように、リード線を੒形、固定してください。

.3'μϯύʔ্໘ʹ͋ΔϏスͷճసࢭې
●MRFダンパー上面にあるビスは充రΦイルの෧止用のビスです。Φイル࿙れ、性能ྼ化の原因となりますので、ビスはઈ対にճさないでください。

஫ҙʹڥ؀༺࢖
●真空中、高圧下、および衝撃が直઀Ճわる場ॴではご使用になれません。MRFダンパーやपล装置破損の原因となります。
●คਖ、༉、ਫ等が本製品に付着するような環境でのご使用はආけてください。破損によるΦイル࿙れ動作不良の原因となります。
●࣪気のଟい場ॴに௕ظ間์置しないようにしてください。

Ή΍ΈʹオΠϧΛࣺͯΔ͜ ͱͷࢭې
●MRFダンパーに෧入されているΦイルをΉやみにࣺてると環境Ԛછとなります。
●ഇغ物のॲ理及びਗ਼૟に関する๏཯にैってഇغしてください。

ճస࣠΁ͷϥδΞϧՙॏɺスϥスτՙॏ
●ճస軸にラジアル荷重、スラスト荷重をかけると、Φイル࿙れ、トルク不良、本体や軸破損等が発生する可能性があります。

ϥοΫ౳
ࣼΊ

ࣼΊ

εϥετՙॏ

ϥδΞϧՙॏ ϥδΞϧՙॏ

ճస࣠

ϩʔλリʔμϯύʔ

.3'μϯύʔʢ'.3���4����ʣ
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.3'μϯύʔͷमཧɾ෼ղɾվ଄ࢭې
●MRFダンパーはम理の対Ԡはしていません。ނোや性能ྼ化の際は৽しい製品とަ׵してください。
●MRFダンパーの内部にはྭ࣓用コイルやΦイル等が入っています。安全のためお٬様自਎でम理・分解・改造はしないでください。
●MRFダンパーに改造（௥Ճ޻・ృ装・༹ ઀・ম入れ等）が行われた場合、弊社では一切の保証はகしません。
●お٬様自਎でम理・分解・改造されたことにى因して生͡た損֐等に関しまして、弊社では੹೚をෛいかͶますのでごྃঝください。

.3'μϯύʔͷަظ࣌׵ʹ͍ͭͯ
●使用環境や条件により、製品ण໋が変わるため、ަ ަ、は໌示できませんが、次の঱状があれ͹ظ時׵ 。とご൑அくださいظの時׵
　1.コイルに定֨ిྲྀをྲྀしても必要トルクが出なくなった時
　2.コイルにిྲྀをྲྀさなくても、トルクが発生するようになった時
　3. ճసຖに大きなトルク変動が発生するようになった時
　4. 異音、ৼ動やΦイル࿙れが発生するようになった時
●特に高い৴པ性、安全性を必要とする場合は、上記঱状の有無にݶらず、ૣ めのަ׵をおקめいたします。

औ෇͚ωδͷకΊ͗͢
●MRFダンパーを取り付ける際、取付けネジをకめす͗ると本体やネジの破損等の可能性があります。
　దਖ਼なకめ付けトルクにてకめ付け、઀着ࡎ・スプリングϫッシャ等で؇み止めのॲ置を行ってください。
　但し、కめ付けトルクは最大でも550DN・m以下としてください。
●MRFダンパーのネジ穴はM4 ਂさ5.5ですので、ద合するαイズのネジをご使用ください。

ϔリΧϧ๷ৼث͸ઈରʹ෼ղ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●૊ཱができなくなるか、取付ੇ๏や特性が࠶現できなくなります。

ϔリΧϧ๷ৼثΛҾͬுΓํ޲Ͱ͸࢖༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●圧ॖ方向にくら΂て引っ張り方向の͹Ͷはஶしくߗく、カタログの選定グラϑがద用できないなどの不具合があります。
　（設置方๏の߲をご参照ください）

ΫリʔϯϧʔϜͰ͸࢖༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ඍখなຎ໣คなどの発ਖによりクリーン度の低下が考えられます。

ϔリΧϧ๷ৼث͸࠷େিܸՙॏ஋ۙ Ͱ͘ઃஔ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ヘリカル๷ৼݸ1ث౰たりのࢧ持荷重が最大衝撃荷重値にۙいと、設置した際に௵れてしまう可能性があります。
。持荷重は、目安として、最大衝撃荷重の൒分と設定してくださいࢧ　

બఆ
●Ψススプリングは、内部にগ量のΦイルを使用しておりシール等で外部΁の࿙れを๷止しておりますが、׬全シールをظ଴する物ではありま
せん。よって、Φイルをݏう環境での使用はできません。

●Ψススプリングは、内部に஠ૉΨスが෧入されておりシール等で外部΁の࿙れを๷止しておりますが、׬全シールをظ଴する物ではありませ
ん。時間と共に、ঃʑにΨスが࿙れる性質がありますので、そのことを考ྀし反力設定を行ってください。
●Ψス反力が低下した場合はަ׵ができるように、作ۀスペースの確保をお願いします。
●Ψススプリング1本で重量物をࢧえる場合、ロッドに͛ۂ荷重が掛からないようにしてください。
●Ψススプリングはリジットでの取付は行わないでください。Ψス࿙れの原因になります。
●Ψススプリングはৼ動のଟい環境下では、ૣ 。にΨスが࿙れる可能性がありますظ

ΨススϓリϯάͷऔΓ෇ ɾ͚બఆͳͲ͸ڥ؀༺࢖ɾ࢖༻ํ๏Λे෼ʹྀߟͷ্ɺܾ ఆͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●仕様、用途その他不໌な఺はお問い合わせください。

Ψススϓリϯάͷϐスτϯϩουʹ͸ইΛ෇͚ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ロッドにইがつくとシールを損ইし、Ψス࿙れあるいはΦイル࿙れによるΨス反力の低下の原因になります。

Ψススϓリϯά͸Ḋ͕ൃੜ͢ΔΑ͏ ͳڥ؀Ͱ͸࢖༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●取り付け金具等はѥԖϝッキが施されていますがສ全ではありません。

Ψススϓリϯάͷ࢖༻Թ౓ൣғʢ �ɻ�ˆʙ��ˆʣ֎Ͱ͸࢖༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ΨススプリングはԹ度の影響を受けてΨス反力も変化します。

ΨススϓリϯάΛオκϯڥ؀ԼͰ͸࢖༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ւ඿の直ࣹ೔ޫ下やਫۜ౮付ۙやΦκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　Φκンによるΰム部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀ止の原因になります。

Ψススϓリϯάͷϐスτϯϩου෦ʹ͸ɺ༉΍ࡎ༹ੑൃشΛ෇ணͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ピストンロッド部に付着するとシールをইめる等の可能性があり、Ψス反力の低下につながります。

Ψススϓリϯάʹաେͳ֎ྗΛ࡞༻ͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ピストンロッドに͛ۂ荷重、Ͷ͡れ、こ͡ れ等のա大な外力を作用させると、Ψスൈけの原因となります。

ΨススϓリϯάΛٸ଎ͳスϐʔυʢ໨҆ͱ͠ ͯ�NʗTҎ্ʣ΍ඍৼಈͰスτϩʔΫͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
。速なストロークӡ動やඍৼ動での使用は、シールをইめ、Ψスൈけ、Φイル࿙れの原因となりますٸ●

෗৯ੑͷ͋ΔงғؾͰͷ࢖༻͸͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●シール部のྼ化や本体の෗৯によるྼ化がΨスൈけの原因となります。

Ψススϓリϯάͷऔ෇ۚ۩͸౰ࣾΧλϩά඼Λ࢖༻ͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●౰社カタログ品以外の取付金具を使用した場合、͛ۂ荷重、Ͷ͡れ、こ͡ れ等により、Ψスൈけ、破損の原因となります。

औ෇ڧ౓ෆ଍Ͱͷ࡞ಈࢭې
●取付強度不଍の状ଶで作動させますと、฼機を破損しոզをするݥةがあります。
●取付部強度は、ෛ荷トルク̫ 安全཰を確保してください。

औ෇෦ڧ౓ෆ଍ͰϚάφϜγリʔζͷ࡞ಈࢭې
●取付部強度不଍の状ଶで作動させますと、฼機を破損கします。
●取付部強度はࢦ定された強度以上としてください。
（取付部強度）́ （最大抗力値ʷ安全཰）

（最大抗力値）́ 		 最大吸収エネルギー（+）
		 ストローク（m）̫ 0.3

औ෇φοτక෇τϧΫ஋֎Ͱͷऔ෇ࢭې
●క付トルク値外での取付は、作動不良・฼機破損の可能性があります。
●取付ナットక付トルクは下記のక付トルクにてకめ付けてください。
　૬ख材の状ଶによってはナットが؇Ή可能性があります。必要にԠ͡て઀着ࡎ等を併用してください。

Ͷ͡֎ܘʢNNʣ M33̫ 1.5 M36̫ 1.5 M45̫ 1.5 M64̫ 2.0

φοτక෇τϧΫʢ/ŋNʣ 81 81 250 830

ϚάφϜγリʔζ͸ඞͣௐ੔Λͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
●調整タイプは必ず調整を行い、最దな位置でご使用ください。調整位置が不ద切な場合、仕様範囲内でも製品が破損する可能性があります。

Ψススϓリϯά

ϔリΧϧ๷ৼث

ϚάφϜγリʔζ

ෛՙ

強度不足による破断
もしくは、曲がり
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༉࿙Εͷঢ়ଶͰͷ࡞ಈࢭې
●഑؅や本体より、༉が࿙れている状ଶで作動させると、マグナムシリーズが効かなくなり฼機を破損கします。
●༉が各క݁部分等より࿙れていないか確認の上作動させてください。

オΠϧ
●マグナムシリーズは、内部にΦイルを使用しておりシール等で外部΁の࿙れを๷止しておりますが、׬全シールをظ଴するものではありません。
　よって、Φイルをݏう環境での使用はできません。

छબఆػ
●最৽の製品カタログにて、仕様の全ての内容を確認し、機種選定を行ってください。
●使用ճ਺に൐い、内部Φイルのݮগ、部品のຎ໣によって、エネルギー吸収能力が低下いたします。
　これを考ྀして、最大吸収エネルギーに対して20〜40ˋ以上༨༟のあるαイズ選定を推঑します。
●調整式ショックアブソーバの並列使用は、吸収特性の同調がࠔ೉なためごԕྀください。
　ঘ、並列使用は固定式ショックアブソーバをご使用ください。

ΩϟοϓഁଛʹΑΔඈࢄʹ஫ҙ
●仕様外で使用するとキャップが破損し、ඈࢄによりոզをする可能性があります。
●ඈࢄ๷止のカバーを設置するか、ϫーク作動中はपลより安全が確認できる位置まで཭れてください。

੡඼ຊମ
●ピストンロッドにই、५׈༉をつけないように஫ҙしてください。耐久性の低下、復帰不良の原因となります。
●外部スプリングタイプのスプリングにই等をつけないように஫ҙしてください。スプリングં損の原因となります。
●ショックアブソーバఈ部にあるΦイル஫入ޱのネジをճさないでください。Φイル࿙れによる動作不良、Φイルඈࢄの原因となります。

ภ৺ՙॏɾภ৺֯౓
●ෛ荷を±2.0°以上の偏角度で衝突させると、ピストンロッドۂがりによる復帰不良、ḡ動部の偏ຎࡲによる性能ྼ化がىこり、
　฼機破損の原因となります。
●ピストンロッドの中৺線に衝突するようにしてください。偏角度が±2.0°以上の場合は偏角度アダプターを併用してください。
　±25°まで対Ԡ可能です。

ڥ؀༺࢖
●使用Թ度範囲内（−12ˆ〜66ˆ）でご使用ください。範囲外で使用するとण໋の低下にܨがります。
　※保ଘの際は、高Թଟ࣪をආけ、保ଘしてください。
●大気圧の環境下で使用してください。真空中や高圧下での使用はΦイル࿙れ、破損の原因となります。
●ւ඿の直ࣹ೔ޫ下やਫۜ౮付ۙやΦκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　Φκンによるΰム部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀ止の原因になります。
●切ค、切࡟༉、ਫ等がピストンロッドに付着するような環境で使用しないでください。
　パッキン破損により༉࿙れによる作動不良、฼機破損の原因となります。

೔ৗ఺ݕɾϝϯςφϯスʹ͍ͭͯ
●製品はण໋による性能・機能の低下があります。೔ৗ఺ݕを実施し、必要な機能をຬたしていることを確認し、ނࣄの発生を๷いでください。
●取付ナットの؇みがないか確認してください。؇んだまま使用しますと破損やނࣄの原因になります。
●異ৗなৼ動音やৼ動には஫ҙしてください。衝突音やৼ動が異ৗに高くなった場合は、ण໋ݶքとなっている可能性がありますのでަ׵して
ください。このまま使用されますと取り付けている機ثを破損させる原因となります。
●༉࿙れ、ピストンロッドの復帰状ଶを確認してください。ଟ量の༉࿙れ、ピストンロッドの復帰状ଶがѱい場合は、Կらかの異ৗがىきている可
能性がありますのでަ׵してください。このまま使用されますと取り付けている機ثを破損させる原因となります。
●ショックアブソーバは、ߏ造上分解・࠶૊ ・ཱΦイル஫入のϝンςナンスはできません。

औѻઆ໌ॻΛͣݟʹɺ೔ʑͷอकɾ఺ݕΛ͠ ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●取扱આ໌ॻをݟずに೔ʑの保क・఺ݕをするとݥةです。必ず、取扱આ໌ॻをݟて理解してから保क・఺ݕを行ってください。
●取扱આ໌ॻは、いつでも使用できるように大切に保؅してください。




